
 

「史跡小牧山主郭地区第５工区整備工事」について 

〈小牧山山頂（主郭）の石垣復元を含む史跡整備工事（１／５）の概要〉 

 

 史跡小牧山の主郭展示エリア（図１）の整備については『史跡小牧

山保存活用計画』・『史跡小牧山主郭地区整備基本計画』に基づき、発

掘調査を行い、その成果を基に整備工事を行っています。 

うち、主郭整備（Ａゾーン・図２）は山頂の小牧市歴史館周辺を５

つの工区に分け、順次実施設計と整備工事を実施する予定で、令和７

年度の整備完了を目指しています。 

 このたび、整備に最初に着手した第５工区（山頂北側エリア）の整

備工事が竣工し、令和４年４月２日（土）より一般公開しました。 

 

 

  図１ 小牧山ゾーニング計画図（中央が主郭展示エリア） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図２  主郭整備（A ゾーン） 石垣等と整備工区割 



 

整備（第５工区）の概要  

１～３段目の石垣整備復元            

確確できた本本の石石に一一一石を

加えて復復復復しました。 

（補石は岐阜県各務原市・多治見市から 

調達した堆積岩（チャート）です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

崩落して失われた部分は野芝ロール工工で

旧地形に近づける工法法法復復をしました。 

園路の一部では、発掘調査で確認された玉石玉と２か所の石
桝桝桝を再再しました。 

これらは、石垣を守るための排水用の浸透桝と排水路の可能

性があり、築城当時の高い土木技術をうかがわせるものです。 

 転落石は石垣が崩落した状況を保全するため、

そのままの位置に残しています。 

見どころ（１） 

北西法面では、特に１段目の石垣の残存状況が良好だったため、

整備後も築城当時の本物の石垣を一続きでご覧いただけます。（ ）

そこでは、デザイン性に富んだ間詰石の配石や岩崎山から搬入 

された可能性のある花崗岩の石垣石材も確認できます。 

① ２段段と３段段の間の曲曲法（城 

道）を園園とし、１・２段目の石垣を目 

前で観察することができます。（３段目 

は園路から見下ろして観察できます） 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見どころ（２） 

小牧山城の石垣は、野面（のづら）積という城

郭石垣のなかでも最も古い段階の積み方で

す。今回の石垣復元にあたっては、在来工

法（伝統的な石積み技術）を採用し、自然石の

野面積で整備しました。 
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図３ 第５工区 整備断面モデル図 
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当時の石垣の推定ライン 


